
 

 

平成２５年度お中元期における運送便増強ダイヤの設定について 

  

信越支社郵便事業本部オペレーション部は、本日（6 月 17 日）「平成２５年度お中

元期における運送便増強ダイヤの設定」について地方本部に説明してきました。 

 

 標記趣旨は、お中元期におけるゆうパック等の増加に対応するため、運送便を増強

するものです。 

 ダイヤの設定は、前年度の荷量調査の結果及び本社想定荷量等を基に、支社におい

て設定されています。 

 地域内及び地域間増強ダイヤは支社資料を参照願います。 

  

 使用施設に関しての大きな変更点として、昨年は９５ブロックの全国差立について

は新潟中央局東港分室で行なったが、今年は大口顧客案件の処理（昨年の倍増）のた

め新潟中央局で処理するとしています。 

 また、新潟中央局での全国差立の処理可能物数は 12,000 個／日であり、今年の想定

ピークは 11,900 個／日のため対応可能としています。 

  

 運送便については、東港宛ての地域内臨時便が無くなったため、当初設定では昨年

比８３便の減便（大口除く 79.4％）となりますが、大口分を含めると昨年比 101.9％

としています。 

 地域内臨時便の趣旨は以下の通りです。 

１）新潟・巻線－「スイカ」対応により、６月２４日～８月９日まで４トン車で実施 

２）新潟・村上線－中条地域の「ミネラルウォーター」対応により、７月１日～８日

の間、中条局に立寄り 

３）新潟・阿賀野線－物数増に伴い、７月１日～８月２日まで土日・休日翌日除き、

３号便間利用 

４）長野東・信州中野線－物数増に伴い、７月５日～８月９日まで土日・休日翌日除

き、増下便設定 

５）長野東・飯山線－物数増に伴い、７月５日～８月９日まで日・祝日除き、下２号

便を２トンから４トンに車格上げ 

６）長野東・佐久線－物数増に伴い、７月５日～８月９日まで土日・休日翌日除き、

増下便設定 
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７）長野東・千曲線－「杏」対応により、７月３日～１１日（６日除）まで２トン車

で実施 

８）松本南・松本線－物数増に伴い、７月５日～８月９日まで日・休日翌日除き、下

５号便を２トンから４トンに車格上げ 

９）松本南・伊那線－物数増に伴い、７月５日～８月９日まで土日除き、下２号便を

２トンから４トンに車格上げ 

 

 地域間便は支社資料を参照願います。合計４３便について増強及び車格上げが実施 

されますが、信越管内出発便では５２便減便となっています。 

 

 また、この実施に伴う要員措置を質したところ、 

１）新潟中央局（本体）１０名（内訳－４Ｈ・１０名） 

２）新潟中央局（東港） ６名（内訳－４Ｈ・ ６名） 

３）長岡局      １７名（内訳－４Ｈ・１０名、７Ｈ・７名） 

４）長野東局     １８名（内訳－４Ｈ・１２名、６Ｈ・６名） 

５）松本南局     現行要員で対応可能としました。 

雇用期間については、各郵便局で設定されます。 

 なお、服務表の改正はありません。 

  

 労使間の意思疎通はありませんが、周知漏れのないよう丁寧な社員説明を求めたと 

ころです。支社は丁寧に対応するよう郵便局管理者へ指導するとしました。 

 

 

 

【労使対応】   情報提供 

 

 


